
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び
自ら考える
力の育成

・自ら環境に関わり、
主体的に遊び込む力
を育成する。

・子供が遊びたくなる環境や援助の工夫を行
う。園内研究や講師の先生を招聘し、保育の

向上に努める。
・年度当初に学級目標を明確に設定し、保
育計画を立案、実践する中で、保育環境や
教師の援助のあり方の見直しや改善を行
い、子供が主体的に遊び込める保育実践に

努める。

・保護者アンケートで「幼稚園で遊び
たい遊びはあるか」という項目の評価
が８０％以上になる。
・短期案の話し合いの際に、「いきいき
と遊び込む姿」を職員同士で共有す
る。 B

・保護者アンケートで「幼稚園を楽しみにして
いる」という項目で９９％の評価を得ることが

出来た。
・短期案の話し合いでは、「いきいきと遊び
込む姿」を話し合い、さらに遊びが深まるよう
にと短期の計画を話し合いを行った。
・講師を招聘して園内研究会を行い、研究に

視点を当てた環境や教師の援助などの学び
を深め、保育に取り入れる事に努めた。

・職員会議や園内研究会な
どで、子供たちの育ちや課
題などについて意見を交換
し合い、実態の把握に努め
る。その上で、保育内容や
環境の構成、教師の援助な
どについての共通理解を図
り、日々の保育に努めてい
く。

・複数の遊びができるよう、様々なコー
ナーを作り、遊びたくなるように工夫さ
れた保育室では、園児が遊びに夢中に
なり､園児同士で遊ぶ姿が見られた。
・園児が主体的に考え、行動するため
には、興味がもてる環境作りや先生方
の援助が必要だと思う。しかし、もっと
先生が入らなくても子ども達だけで主体
的に遊び込む姿が見られるようになれ
ばと感じた。

直接体験
を通して子
どもが心を
動かす保
育の推進

・園の特色でもあるビ
オトープなどの園庭の
自然物を取り入れた保
育を工夫する。

・月１回ビオトープ研修会を実施す
る。
・様々な自然に興味がもてるよう、草
花や樹木、落ち葉、虫など身近な自
然物を保育に取り入れ、保育室の自
然物コーナーの充実を図ったり、生
き物を飼育したりする機会を増や
す。
・畑や花壇で野菜や花の栽培を行

・２学期より、年長児はビオトープ
研修会を月1　回実施する。
・ビオトープ研修を生かして異年齢
での交流の機会をもつ。
・自然を取り入れた教育について
の評価を９０％以上にする。

A

・コロナ禍で開催できない時期もあったが、
地域の方に講師として来ていただき、ビオ
トープ研修を開催する事が出来た。
・前年度の評価・改善策にもあった、「研修
で学んだことを異年齢児に伝える機会」を設

けることが出来た。また、保護者に伝える経
験も出来た。
・アンケートで９３％の評価を得ることが出来
た。

・引き続き、年長児が学んだことを

異年齢児に伝えたくなるような研修

や、自ら花や野菜に興味関心を

もって取り組むことができるように

計画し保育を進める。

・四季折々の自然を感じることが出

来るビオトープや園庭に自ら関わ

り、直接体験を通して感じたことを

表現できる場を整える。

・園庭は四季の変化が感じられるように環
境整備されているので、月１回の研修だけ
でなく､日々の保育においても外遊びの際
は､畑の様子や木々や草花、取りや虫、気
温や風等、ちょっと親しきの変化を園児と共

に体感できると思う。それを保育室に持ち
込んだり､子ども達が体感したことを発表し
たり表現したりすることで、感じたことを伝え
る機会になると思う。

子どもの
健やかな
体づくり

・日々の遊びの中で楽
しく運動遊びに取り組
む。
・園と家庭が連携を図
りながら､基本的生活
習慣の確立を目指す。

・日々の遊びの中で、運動遊びに取り組
み、健やかな体づくりに努める。
・保健だよりやクラスだより、降園連絡を
通して子供の日々の様子や家庭でも取
り組んでもらいたいこと等を啓発し、進め
ていく。
・保健の話を基に、健康カレンダーを随
時配布し、健やかな体づくりを進める。

・保健の話を月１回実施する。
・保健活動の評価、運動遊びの評
価を８０％以上にする。
・毎月１回の保健だより発行、また
随時健康カレンダーを配布する。
　

A

・保健活動は９９％、運動遊びは１００％の
評価を得ることができた。
・教師間で連携し、子供の実態に即した健
康教育を行うことを意識し、保健の話でクイ

ズや実験などをしながら楽しく取り組むこと
ができるようにした。保護者の協力も大きく、
健康カレンダーに進んで取り組む姿が見ら
れた。
・クラス活動にも運動遊びを取り入れ、体を

動かして遊ぶことができた。

・今後も教師間で連携し、年
齢や発達段階に応じた健康
教育を行っていく。
・好きな遊びだけでなく、クラ
ス活動で運動遊びを取り入
れ、家庭にも啓発していくこ
とができるようにする。

・園以外では外遊びがしにくい状況
では、園生活での運動が貴重にな
るので､積極的に運動遊びやリズム
遊びを取り入れるのがよいと思う。

特別支援
教育の推
進・充実

・個別指導計画を作成
し、実践、評価を進め
ていく。
・日々の保育、通級指
導を通してインクルー
シブ教育を進めてい
く。

・個別指導計画を基に保育を進め、
記録や話し合いを通して全職員で支
援の方向性を共通理解し、関わる事
ができるように努める。
・日々の保育実践や連絡ノート、通
級指導「にじいろひろば」を通して保
護者啓発を進めていく。

・個別の支援を必要とする子どもにつ
いての情報交換（にじいろ会議）を月２
回実施し、個別指導計画に基づいた
指導を実施する。
・特別支援対象児保護者との懇談会
を年間２回実施し、個々の育ちや課題
を共通理解し、具体的な支援に努めて
いく。
・特別支援教育に視点を当てたアン
ケート項目の評価を８０％以上にす
る。

A

・専門機関へ相談し、支援対象児に適した
関わりを学び、課題に向かって全職員が同
じ関わりが出来る様に努めた。
・年間２回支援対象児の保護者に個別指導

計画の開示、個人懇談会を実施した。また、
個の状態に応じて降園時など機会を逃さず
に保護者と話をする機会を設けた。
・特別支援に焦点を当てた項目では９９％の
評価を得た。

・おたよりを年３回発行し、書籍の紹介など
特別支援教育の啓発を行うことに努めた。

・今年度は、対象児をより
多くの目で見守り、様々な
支援方法を職員間で検討
できるようにとローテー
ションを取り入れた。個々
の連続した支援を継続す
るために、職員間で話し
合いを深め、全職員で共
通理解ができるように努
める。

・特別支援教育について、外遊びや
話を聞かなくてはならない時など状
況に応じて、一人一人違う発達段階
をよく理解したうえで、よい距離感で
支援していたように感じた。

人権教育
の推進・充
実

・保護者と連携して、
自尊感情の育成に取
り組む。

・日々の保育の中で、一人一人を十分に認
め、自分も他者も大切にできるよう努める。

・植物の栽培を通して、生命の大切さに気づ
き、愛情深く関わる経験ができるよう保育を
進める。
・人権教材「いたみっこおやくそくカード」など
を必要に応じて活用し、自尊感情の育成に

努める。
・２学期にDVD研修、紙面研修を通して教職
員や保護者が学ぶ機会をもつ。

・人権の啓発項目の評価を７０％
以上とする。
・自尊感情の育成について、保育
の中で工夫していることの情報交
換を積極的に行う。 B

・保育の中で一人一人の言葉に耳を傾け、
姿を受け止める保育に取り組んできた。ま

た、名前の大切さや相手の気持ちを考えた
り、知ったりする機会を設けた。
・自尊感情の育成については目標を上回る
ことができた。
・職員や保護者がコロナ禍でも対策を取りな

がら、多くのことを学べる機会を作れるよう考
える必要がある。
・保育者の情報交換を細やかに取り組む必
要がある。

・紙面で情報交換を行うこ
ともあったため、各々が
時間を見つけ、細やかな
情報を共有できるように
努めていく。

・保護者と共に子どもの成長を認識
することで､保護者は子どもに認め
られ､自身の子育てを認められ､保
護者も園児も自尊感情の向上につ
ながるのではないかと思う。

教
師
の
教
育
力
の
向
上

教職員研
修の充実・
人材の育
成

・質の高い教育活動が
行えるように個々の教
師の力を育成する。

・質の高い教育活動に向けて、幼児理
解を基盤とした保育のあり方について話
し合ったり、園内研究、共同研究を進め
たりしていく。
・日々の子供の実態を把握し､必要な支
援について話し合い、共通理解を図る。
・教師それぞれが自己目標を設定し、
個々の課題に向かって研修会に参加す
るなどして、専門知識を深めながら資質
向上に努める。

・短期指導計画について隔週1回、
にじいろ会議を隔週1回実施し、保
育計画や、幼児理解に基づいた話
し合いを行い､共通理解を図る。
・園内研究会を年間１回、共同研
究園との交流を年間１回以上実施
する。

B

・短期指導計画、にじいろ会議については、行事

や園務､出張等の都合により、全員参加での会議

の確保が難しく、紙面交換等で子どもの実態等を

共通理解を図るよう努めた。

・講師招聘の園内研究会２回、教職員のみの園

内研究会１回を実施し、互いの保育について協議

し、環境や援助のあり方について学び合う意識を

高めた。

・幼児教育研修会、若手研修会などに積極的に

参加し、自己研鑽に努めた。

園内の研修を行い、主体
的に遊び込む子供達の
育成に向けて必要な環境
の構成や教師の援助を
学び、職員間で共通理解
を深めていく。また、研修
を通して、職員の資質の
向上に努める。

・今年度も先生方のチームワークが
よく、異年齢での交流も充実してい
たと思う。
・年齢が様々な先生方がおられる
中、若い先生が育つ環境が大事で
ある。（どの職場でも）コミュニケー
ションが取りにくい世の中である
が、少しでも話す時間が大切であ
る。

安全管理

・新型コロナウイルス
感染対策に努め､安心
安全な幼稚園生活が
過ごせるよう努める。
・危機管理体制の整備
を進める。
・安全指導を進めてい
く。

・感染状況を把握し､ガイドラインや
市教委からの通達に基づき、対策を
行う。
・流行性疾病などの情報を伝え、早
期予防を啓発していく。
・危機管理体制として、避難訓練や
不審者対応・交通マナーを身につけ
るなどの指導を定期的に実施してい
く。
・園舎内、園庭、遊具等危険箇所が
ないか点検し、危険箇所の修繕、撤
去等を行う。

・「安全、安心に生活をしている｣と
いう項目が８０％以上になる。
・流行疾病についての予防に努
め、随時保護者にも直接呼びかけ
をする。
・避難訓練を年３回、防災訓練を年
１回、必要に応じて安全指導を
日々行っていく。
・園の教育や情報で安全意識が高
まった評価が８０％以上になる。
・毎月1回園舎、園庭、遊具等の安
全点検を行う。

A

・評価としては９９％を得ることがで
きた。
・避難訓練、防災訓練を適宜行っ
た。また、日々の中で安全指導を行
い、教師間で共通理解を図った。
・安全点検を毎月１回実施し、必要
に応じて安全に生活できるよう、関
係機関と連携を図った。
・新型コロナウイルス感染症対策は
保護者の協力の下、今年度も行うこ
とができていた。

・今後も避難訓練の反省
を生かし、安全教育に努
めていく。教師の人数と
役割を踏まえ、全職員が
責任をもって行動できる
ようにする。
・新型コロナウイルス感染
症対策は引き続き努めて
いく。

・引き続き、安全に安全点検、避難
訓練、防災訓練などを行い、安全管
理に努めてほしいと思う。

学校園情
報の積極
的な発信

・保護者への情報発信
を工夫し、園教育への
理解を図る。

・保育の内容を保護者や地域に発信
していく機会をつくり、教育に対する
理解を進めていく。
・ドキュメンテーションや幼稚園だよ
り、クラスだよりなどを定期的に発信
していく。

・月１回程度子供達の様子を写真
を通して伝える。
・幼稚園の教育内容や家庭教育の
啓発につながるたよりを月１回程
度発行する。
・HPの更新を月3回以上実施す
る。

B

・ホームページに関しては、３学期は
目標の更新が出来なかった。
・コロナウイルス蔓延防止対策によ
り、参観等が自粛になった時には、
園での子供たちの写真を掲示し、園
での様子を見てもらうことが出来る
ようにと工夫を行った。

・今後も、おたよりやホーム
ページなどを通して子供の
様子を発信し、保護者との
信頼関係の構築と共に、幼
稚園の保育内容の理解と協
力を得られるように取り組ん
でいく。

・対面での交流が制限されるため
か､おたよりではとても丁寧に詳しく
書かれていて、保育の意図や園児
の様子、先生方との関わりもよく伝
わったと思う。（その分、おたより作
成に時間もかかったのではないか
と思う。）

子育て
支援

・預かり保育の充実を
図り、子育て支援に努
める。

・「預かり保育」利用者増加に伴い、より安全
管理に努め、子供が安心して過ごせるよう環
境や活動内容を工夫する。

・子供の様子や健康状態等教師間の連携を
図ると共に、保護者との連携も密にし、子育
て支援の充実に努める。
・子育て支援センター主催の「みんなのひろ
ば」　を実施し、支援員と連携を図り、未就園

児と保護者の様子等について職員間で情報
を共有する。

・「保護者が安心して子育てができ
る」と言う項目の評価を８０％以上
とする。
・預かり保育の必要性に応じた対
応ができるようにする。
・子育て支援センター主催の「みん
なのひろば」を年間9回実施する。
（緊急事態宣言中は中止）

A

・預かり保育の利用者が増え、保護者の
ニーズに応えるよう努めてきたことで、子育
て支援の充実につながっている。評価は９

８％であった。利用者が増える中、安全面な
どの課題に関しては引き続き検討が必要で
ある。
・まん延防止等措置のため、子育て支援セ
ンター主催の「みんなのひろば」が中止と

なったが、開催時には毎回定員を上回る参
加者があり、未就園児との自然な交流を図
ることができ、保護者が安心して子供と過ご
せる場となっていた。

・預かり保育において、利用
者が増えてくることで、子供
の安全確保、保護者対応、
事務作業の増加などの状況
を共通理解し、全職員での
協力体制を図る。
・コロナ禍における行事の縮
小化などにより、園の保育
参観も制限される中、未就
園児とその保護者をどのよ
うに受け入れるか検討して
いく。

・引き続き､安全に預かり保育が実
施できるよう､利用人数や年齢に合
わせた子育て支援員の配置が必要
だと思う。

組
織

運
営

業
務

改
善

業務改善

・園務分掌を責任を
もって遂行し、業務改
善への意識をもつ。

・園務日程を立て、計画的に職員会
議や作業に取り組む。
・園務分掌上の仕事に各職員が責
任をもって取り組む。
・定時退勤日､マイ定時退勤日を園
務日程に位置づけ、超過勤務縮減
についての意識を高める。

・効率のよい業務についての意識を高
め、園務分掌についてそれぞれが責
任感をもって、園運営に関わっていく。
・月１回作業日を設定し、全職員で効
率よく作業に取り組む。
・職員会議を時間を決めて行う。
・月１回の定時退勤日､マイ定時退勤
日を実施する。

B

・園務日程に基づき、各担当者が責任をもっ
て検討事項を提案し、計画的に会議や作業

に取り組めた。
・必要に応じて作業を時間を決めて効率よく
作業を行ってきたが、行事の前日準備に時
間がかかることが多かった。
・保育環境設定、作業、事務仕事、研修、コ

ロナ対策等仕事量が多く、超過勤務軽減に
ついては引き続き課題である。

・園務分掌担当者が中心と
なり、事前に提案資料を配
布するなど効率よく職員会
議を進め、共通理解を図る。
・園務日程に作業日を位置
づけ、計画的に行う。
・引き続き定時退勤日の徹
底、年休取得を図る。

・職員数が少ない中、協力し合って業
務を行っているが、保育環境設定、職
員会議、事務処理、作業、またコロナ対
策等、膨大な仕事量をいかに効率よく､
業務を精選して行うかが課題である。

・ @

令和3度　学校評価総括表　　                                                                                                                                                              伊丹市立伊丹幼稚園                                                                                                   

重点目標

教育目標 心豊かでいきいきと生活する子ども

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体
の
育
成

１　一人一人に応じた環境を構成し、個性を生かす保育をすすめる。　　２　友だちと共に伸びようとする仲間づくりを進める。
３　健やかな心と体づくりを進める。                                         　　４　.家庭・地域社会との連携を図り、地域に開かれた幼稚園づくりに取り組む。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
　限られた保育時間の中で、園児が自分の好きなことや得意なことを見つける時間、行事に沿って皆で取り組んだりチャレンジしたりする時間、生活習慣など健やかに安全にくらすためにしなければならないことをする時間など､
日々多様な経験を重ねながら､いきいきと生活し､成長していって　ほしいと願う。

　

項目

確
か
な
学
力
の
向
上

学校関係者評価総括
コロナ禍により、幼稚園訪問の機会が少ないため､評価ができかねるが、先生方の工夫がよく感じられる。しかし、行事を参観させていただいた時に、保育者自身が不得意なものに挑戦しようとする意欲に欠けているように思う。
来年度はこの点についてどの保育者も取り組んでみてはどうか。

開
か
れ
た
・
信
頼
さ
れ
る
園
づ
く
り


